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東京大学果樹園跡地再生物語 

草木でクリスマスの装い「あとちのクリスマス」 
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東京大学果樹園跡地をここにある草や木

などを使ってクリスマスの飾りつけをした「あとち

のクリスマス」を 12月 21日から 25日まで実

施しました。跡地の野草や雑木の多様さ、そし

てリースやオブジェなど飾りつけに使うことで有

用さや自然との共生の大切さ、跡地の魅力

を知ってもらうための企画です。 

準備は 9 月から始め、森のようちえんの親

子と一緒にリースや横断幕づくり、そしてフラッ

グの絵を描き、ストリングツリー、サンタの森、

オブジェなどを設置し、自然と調和した素敵な

空間をつくることができました。23 日にはサンタ

も登場し、子どもたちは、喜んでいました。 
（様子は 6頁やブログをご覧ください。） 

 

共育のまちづくり 
 

私たち二宮

が大好き。 
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や
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ま
た
、
「し
お
風
」創
刊
25
年
の
集
大
成
と

し
て
11
月
に
は
「東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
再

生
物
語
～
水
と
緑
の
時
空
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

と
い
う
冊
子
を
発
行
。
先
立
つ
７
月
に
は
関
連

サ
イ
ト
「探
検
♡
東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
の
魅

力
」の
立
ち
上
げ
。
さ
ら
に
12
月
に
は
自
然
と

の
協
奏
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
イ
メ
ー
ジ
化
す

る
よ
う
な
「あ
と
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
」の
開
催
も
。 

ゆ
く
ゆ
く
は
サ
イ
ト
や
催
し
で
「水
と
緑
の

時
空
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
体
感
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ア
ナ
ロ
グ
掲
示
板(

設
置
場

所
は
７
ペ
ー
ジ
★
参
照)

で
二
宮
町
の
魅
力
や
課

題
に
関
す
る
発
信
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

生
涯
現
役
で
活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も
り

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

今
日
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
。
新
た
な
挑
戦
を
。 

 

 

 

 

「し
お
風
」の
夢
は
、
「住
民
が
主
役
の
共
育

の
ま
ち
づ
く
り
」、
つ
ま
り
住
民
自
治
で
す
。 

「し
お
風
」は
、
24
年
間
近
く
、
二
宮
の
町

の
魅
力
を
伝
え
、
町
政
へ
の
問
題
提
起
を
し

続
け
、
実
践
活
動
も
地
道
に
。
住
民
自
治
の

種
を
蒔
き
、
議
会
の
委
員
会
審
議
の
公
開
や

条
例
の
改
変
、
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上

げ
な
ど
に
関
わ
って
き
ま
し
た
。 

ふ
と
気
が
付
け
ば
、
私
も
今
日
で
65
歳
。

高
齢
者
の
仲
間
入
り
。
一
区
切
り
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
。
新
た
な
挑
戦
を
行
い
ま
す
。 

今
年
11
月
に
「し
お
風
」創
刊
25
年
を
迎

え
、
こ
の
機
に
地
域
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紙
「し

お
風
」は
休
刊
し
ま
す
が
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「し
お
風
い
ど
コ
ミ
」に
「し
お
風
提
言
」や
「や

じ
う
ま
議
会
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」を
掲
載
し
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
し
ま
す
。 

  

 

No.116しお風特集 

２、3ページに掲載 
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提 言 

「し
お
風
」の
夢
は
、
「住
民
が
主
役

の
共
育
の
ま
ち
づ
く
り
」。 

住
民
が
ど
ん
な
町
が
良
い
か
考

え
、
二
宮
の
魅
力
を
生
か
す
活
動
を

進
め
、
そ
の
活
気
で
住
民
も
町
も
輝

く
ま
ち
づ
く
り
。 

こ
の
想
い
か
ら
青
少
年
の
企
画
力

や
行
動
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

た
め
に
、2004

年
か
ら2014

年
ま
で

w
alkw

alk (

ワ
ク
ワ
ク)

青
少
年
探
検
隊(

県

や
国
か
ら
表
彰)

と
い
う
活
動
も
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
活
動
で
町
内
を
巡
り
、

二
宮
ら
し
さ
、
二
宮
の
魅
力
を
見
出

す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
。 

こ
の
中
で
講
師
か
ら
「ハ
ー
ド
は
作
っ

た
人
の
想
い
が
表
れ
る
」と
い
う
話
が

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
通
じ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
確
か
に
吉
田
五

十
八
の
設
計
し
た
二
宮
に
あ
った
自

邸
に
は
表
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

実
際
、
こ
の
視
点
か
ら
二
宮
町
を

見
て
み
ま
す
。 

町
長
の
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「町
民

の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
り
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」と
い
う
言

葉
の
信
憑
性
や
町
の
熱
意
に
疑
問
を

感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。 

                    

「 

 
 

こ
の
言
葉
は
、
町
民
と
一
丸
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
は
、

今
ま
で
思
い
も
し
な
か
った
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
は
心
を
入
れ
替
え
て
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

 

町
に
疑
問
を
感
じ
る
形
。 

① 

ま
ち
づ
く
り
移
動
町
長
室
の
椅
子 

の
並
べ
方
、
お
知
ら
せ
内
容
等 

11
月
11
日
（土
）に
開
催
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
移
動
町
長
室
に
参
加
し
、

椅
子
の
並
べ
方
に
驚
き
ま
し
た
。 

二
宮
小
学
校
の
広
い
体
育
館
に
、

前
に
町
長
と
副
町
長
の
席
、
東
側
の

横
に
企
画
政
策
、
施
設
再
編
、
財
政

の
課
長
席
、
西
側
に
町
内
20
地
区
の

地
区
長
席
、
こ
の
三
方
に
囲
ま
れ
た

狭
い
中
が
一
般
参
加
者
の
席
で
し

た
。 こ

れ
が
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と

言
え
る
で
し
ょ
う
か
？
何
故
、
地
区

長
席
が
別
に
あ
り
、
そ
れ
も
職
員
席

と
一
般
町
民
を
囲
む
よ
う
に
配
置
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

地
区
長
の
み
な
さ
ん
は
町
民
で
は

な
く
、
執
行
者
側
と
い
う
町
の
意
識

な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
も
そ
も
こ
の
日
一
般
町
民
の
参

加
が
少
な
か
った
の
は
、
最
初
の
お
知

ら
せ
が
、
申
込
制
で
地
区
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
参
加
希

望
日
時
ま
で
必
要
で
、
任
意
で
質
問

事
項
も
求
め
る
も
の
だ
った
か
ら
で
し

ょ
う
。 

 

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
財
政
に
つ
い
て

事
前
に
質
問
内
容
を
伝
え
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
何
も
数
値
的
根
拠
を
公
表 

 
 

せ
ず
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
と
い
う

町
長
の
言
葉
だ
け
。 

こ
れ
で
は
、
町
民
の
心
配
は
払
拭

さ
れ
ず
、
誠
実
さ
に
か
け
て
い
ま
す
。 

 

４
年
前
に
い
た
だ
い
た
要
望
書
の
回

答
に
は
、
町
の
長
期
財
政
計
画
を
令

和
元
年
度
中
に
策
定
し
、
議
会
報
告

後
速
や
か
に
公
表
す
る
と
な
って
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
未
だ
に
影
も
形
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
の
基
本
設
計

と
共
に
コ
ン
サ
ル
が
は
じ
き
出
し
た
数

値
を
根
拠
に
す
る
よ
う
で
す
。 
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ま
ち
づ
く
り
移
動
町
長
室
の
目
的

は
、
町
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
行
政

と
町
民
・地
域
が
一
体
と
な
って
考
え
、

各
々
が
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
、
対
話

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
こ

と
で
す
。 

し
か
し
、
多
く
の
町
民
参
加
者
を

集
め
よ
う
と
も
、
新
庁
舎
建
設
は
ま

だ
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
触
れ

ず
、
明
快
な
回
答
も
せ
ず
に
、
発
言
を

１
回
に
限
って
い
て
は
「一
体
と
な
って
」

な
ん
て
、
到
底
無
理
で
す
。 

 

②
近
隣
住
民
に
対
話
せ
ず
に
建
設
場
所

決
定 

 

仮
称
富
士
見
が
丘
公
会
堂
の
建
設

で
富
士
見
ヶ
丘
一
丁
目
の
近
隣
住
民

に
事
前
に
対
話
し
な
い
で
進
め
、
着
工

前
に
、
反
対
運
動
が
起
こ
り
問
題
と

な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
再
び
計
画
決
定
前
に
近

隣
住
民
と
対
話
し
な
い
で
、
新
庁
舎
建

設
予
定
の
果
樹
公
園
に
「憩
い
の
場
を

奪
わ
な
い
で
」と
廃
止
反
対
の
旗
が
立

ち
ま
し
た
。 

こ
の
反
対
の
旗
を
見
て
初
め
て
果
樹

公
園
に
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
計
画

を
知
り
、
驚
い
た
町
民
も
い
ま
す
。 

町
外
か
ら
も
散
策
や
遠
足
で
訪
れ 

る
人
や
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。 

駅
の
近
く
の
自
然
、
地
球
温
暖
化

や
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
公

園
を
廃
止
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
で
は
対
話
で
は
な
く
、
町
の
ご

り
押
し
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

             

③
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

習
会
中
止
の
無
気
力
観
光
協
会 

 

昨
年
の
広
報
に
の
み
や
９
月
号
に
観

光
協
会
主
催
の
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

「し
お
風
」神
保
は
、
町
歩
き
ツ
ア
ー

を
15
年
間
実
施
し
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
技
能
者
や
神
奈
川
県
観
光
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ュー
サ
ー
の
認
定
も
あ
り
、

法
人
化
さ
れ
る
観
光
協
会
で
町
の
魅 

    

  

 

 

 

 

二宮果樹公園  
新庁舎と駐車場が建設される計画

があります。 

力
を
伝
え
る
こ
と
に
貢
献
で
き
た
ら 

と
期
待
し
、
応
募
し
ま
し
た
。 

広
報
で
は
講
習
の
内
容
や
養
成

後
の
役
割
が
不
明
だ
った
の
で
、
観
光

協
会
に
尋
ね
に
行
き
ま
し
た
が
、
担

当
者
が
不
在
で
、
詳
し
い
内
容
は
ま
っ

た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

10
月
に
な
っ
て
か
ら
、
中
止
の
連

絡
が
入
り
、
驚
き
ま
し
た
。 

最
低
実
施
人
数
が
５
名
だ
っ
た
の

に
、
集
ま
ら
な
か
っ
た
な
ん
て
。
た

だ
、
一
本
の
電
話
連
絡
で
中
止
を
伝

え
る
だ
け
な
ん
て
熱
意
の
か
け
ら
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
ん
な
任
意
団
体
で
す
が
、
二
宮

町
の
中
で
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
い

で
補
助
金
の
多
い
団
体
で
す
。
他
の

ほ
と
ん
ど
の
高
額
団
体
が
毎
年
減
額

さ
れ
て
い
る
の
に
令
和
３
年
に
百
万

円
増
額
さ
れ
一
千
万
円
の
補
助
金

と
な
り
そ
の
ま
ま
で
す
。(

こ
の
デ
ー
タ

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。) 

 
 

法
人
化
さ
れ
る
は
ず
の
観
光
協
会

な
の
に
無
気
力
な
ま
ま
の
任
意
団
体

に
何
故
高
額
補
助
金
を
出
し
続
け

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
熱
意
あ
る

町
民
や
団
体
の
気
力
を
削
ぎ
か
ね
な

い
し
、
も
っと
協
働
を
進
め
る
こ
と
に

税
金
を
使
って
ほ
し
い
で
す
。 

④
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

町
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
時
々
費
用

を
か
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

が
、
そ
の
度
に
詳
細
情
報
に
ア
ク
セ

ス
し
に
く
く
な
った
り
、
消
え
て
し

ま
った
り
し
ま
す
。 

 

今
回
も
最
新
不
祥
事(

６
ペ
ー
ジ
参

照
。)

の
記
者
発
表
を
探
そ
う
と
し
た

ら
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
付
順
に
並
ん
で
い
な
く
て
、
ト

ッ
プ
で
は
な
く
後
段
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

単
な
る
入
力
ミ
ス
で
し
ょ
う
が
、

こ
う
し
た
ミ
ス
が
チ
ェッ
ク
さ
れ
な
い

の
は
、
「町
民
と
の
情
報
共
有
や
町

民
の
立
場
に
立
つ
意
思
が
な
い
か
ら

で
は
」と
見
え
ま
す
。 

 

町
民
も
町
も
心
が
表
れ
る
形
の 

注
視
を
。 

 

町
民
は
町
の
表
れ
た
形
が
言
葉

ど
お
り
な
の
か
見
極
め
、
疑
問
を

表
明
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

ま
た
、
町
は
行
い
の
表
れ
た
形
が

言
葉
ど
お
り
に
な
る
よ
う
に
、
組

織
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
見
直

し
、
体
現
す
る
よ
う
尽
力
を
す
べ

き
で
す
。 
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   議員名（敬称省略）   質問概要   傍聴コメント 

一

般

質

問 

 

12

月 

7 

日 

前田憲一郎 3期 
〈委員〉〉教育福祉常任委員会・議

会だより編集委員会 

二宮町の学校教育施策について 
1 にのみや学園としての 5 校の関り、小中一貫教育の目的達

成、効果を高めるための施策内容、推進方法。 

2 教職員の働き方改革に対する施策内容。 

3 部活動の地域移行に関しての進捗状況 

4小学校も含めて全て給食費無償化の可能性 

一色小学校生が中学で分かれてしまうことから中学

校の統合や教職員の時間外超過が相変わらず多

いことから部活動指導員の導入、不用額を減額補

正すれば段階的ではなく全面的に無償化が可能と

提案したが、要望のまま終わってしまった。専門分野

の質問なのに追及が甘いのではないでしょうか。 

古谷 健司 1期 
教育福祉常任委員会副委員

長 
 

〈委員〉〉議会運営委員会・議会基

本条例推進委員会・政治倫理推進

特別委員会委員 

通学路の安全性と中学生自転車通学について 
1歩道設置の道路標識の歩道の外への設置、通学路上の危険

なブロック塀の撤去  2 小学校における学校ごとの登下校の旗

振りや見守り方法、保護者の負担程度  3 二宮中学校の自

転車通学安全指導の具体的内容、自転車通学者数と割合、

二宮西中学校の自転車通学の可能性、アンケート調査 

ペットを同行できる避難所の増設を 
1 防災訓練を涼しい時期に変更、各避難所へ一時飼養スペー

スの設置、ペット同行時の荷物の重さ、2 箇所の同行避難所へ

の最長距離、多頭飼いの避難方法,ぺットの避難用品の備蓄  

2 各学校でペット受け入れルールの検討,ボランティア育成の講

習会の開催と登録 

歩道設置の道路標識や危険なブロック塀の現状写

真をスライドにして質問したが、町は対応中。議会

の使命は行財政運営の批判と監視。現状把握は

質問前に行い、問題点を指摘し、解決の道を導き

出すのが議員の務めです。町の現状回答に「素晴ら

しい」と称賛する行為は言語道断。批判と監視がで

きないのならば、議員でいる甲斐がありません。 

何度もペット同行避難については質問し、同じ町の

回答で進展がないのでは質問のしがいがありませ

ん。もっと防災対策や過去の経緯について勉強しな

がら、事前調査を十分行い、厳しく追及する手腕を

身に着けてください。 

渡辺 訓任 3期 
総務建設経済常任委員会副

委員長、議会運営委員会委員

長、政治倫理推進特別委員会

委員長 

 

次期介護保険事業計画について  
1 介護保険のサービス利用状況、入所待機者数、入所施設の

稼働状況、加入者の保険利用状況  2 町の方針、力点、保

険料の据え置きへの考え、認知症対策の強化点 

高齢者の生活支援について  
1 「地域公共交通計画案」の交通弱者に対応した福祉的な移

動支援策の想定内容、カナちゃん手形の普及への考え、バス停

までのバリヤフリーへの考え 2 ゴミ出し支援の検討の進み具合 

介護保険を活用しやすくするには課題が多い。保険

料も引き上げせざる得ない状況。高齢者の健康や

認知症対策は地域の通いの場に頼るだけでなく、

時代の変化に伴う高齢者のライフスタイルからの新し

い視点が必要だと思います。今後の追及に期待。 

まちづくりへのベンチの位置づけ、かなちゃん手形の

出張販売は難しいという町答弁、ゴミ出し支援は条

件内で個別収集的なことを検討中、紙おむつ資源

化も今後研究。今後の対策に期待したい。 

岡田 幸次郎 1期 
〈委員〉教育福祉常任委員会・議会

基本条例推進委員会・政治倫理推

進特別委員会 

乗り遅れるな、行政サービスＤＸ 

1デジタル化推進のための組織体制の目的と役割  2行政手続

きの目指すところと推進状況  3自治体情報のシステム標準化

と共有化の進捗  4 スマホ教室等の情報弱者対策、LINE 等の

アプリ導入の実施状況と効果  5 庁内業務改革の考え方と現

状  6人材育成の考え方と実施内容 

町の推進状況や考え方を議員自身が理解するため

に議会質問があるのではありません。それは質問前

に普段の議員活動として行ってください。議会質問

は問題を抽出し、正すための大事な権利です。終

始単なる現状推進のお願いで終わるような議会質

問は、それに要した時間や経費の無駄遣いです。 

大沼 英樹 2期 
議会運営委員会副委員長 
 

〈委員〉総務建設経済常任委員会・

議会基本条例推進委員会・政治倫

理推進特別委員会 

道路・公園の管理運営と取り組みについて 

1 町道整備計画と保全  2 主要町道以外の整備・保全 

3 町有地の樹木や雑草管理  4 公園統廃合計画の進捗 

5 公園の廃止・存続と業務状況  6予算組みと残預金の処分 

不祥事を発する組織運営と業務執行について 

1令和 2年から令和 5年の車検切れに対する取り組みについて 

2 職員の処分決定の経緯と責任の所在について 3人事異動と

組織編成の考え方  4 職員の働き方と組織としての取り組み 

5 内部統制制度の制定と運用 

道路や公園の危険個所の多さを具体的に写真で

表示し、町に整備計画もなく予算もない中で一番

重要な町民の安全、安心を確保できるのかと町長

の力量不足と糾弾。町は優先順位をつけて順次実

施、予算組み適性と答弁したが説得力はなし。 

村田町長就任時から 9 年間で 14件も不祥事。そ

の多さは異常、働き方改悪の横行と糾弾。再発し

た車検切れの課長処分が人事院の懲戒処分の指

針に比して重い問題を究明したが、町の答弁は納

得できず。町は一職員に責任を押付け、組織的対

応や行政幹部の責任に甘いと感じた。 

一

般

質

問 

 

12

月 

8 

日 

浜井 直彦 1期 

議会だより編集委員会副委員

長 
 

〈委員〉総務建設経済常任委員会 

袖が浦プールと袖が浦公園の利活用と整備について 
1 町のプール施策 

2 袖が浦プールの今後の利用 

3人隣接する袖が浦公園の整備 

 

 

袖ヶ浦プールが休止して 7 年が経過し未定のまま。

その結果隣の都市公園の方向性も不明の中で、費

用対効果をコストではなく子ども目線で学校教育

上、夏の水遊びの観点から再開を願って、町長にも

見解を求めた。町長は町民の声を聞いてから判断と

門前払い。費用対効果も考えた再開、公園との一

体的整備案を持って、臨んでほしい。次回に期待。 

小林 幸子 1期 
〈委員〉〉議会運営委員会・総務建

設経済常任委員会・議会だより編

集委員会 

誰もがいきいきと豊かに暮らせる町について 
1 産後うつの予防対策と状況 

2 帯状疱疹ワクチンと費用助成  

3若年層の献血推進と取り組み 

 

 

産後うつの今後の新しい支援策としては緊急時子

育て家庭安心サポートヘルパー派遣事業を始めた

が実績はないそうです。帯状疱疹ワクチン助成は周

りの市町や県の助成をみて検討。若年層の献血推

進はポスター掲示のみで、今年小学 4 年生を対象

に赤十字がチラシを配布する計画。この現状を議員

が問題視しているのか不明のまま、要望で終了。 

 

 

 陳情 5件、町長提案議案 17件。一般質問 10議員。議会の使命の一つは「行財政運営の批判と監視」です。 

町が説明する現状や推進状況を議員が鵜呑みにし、同調しているのでは問題です。議員自らが調査や町民の声

を聞きながら、課題を見出し、正すことが議員の役割です。新人議員は「議員必携」を読んで議員の心構えをわきまえ

議員活動をする必要があります。中堅、古参議員、特に議長は、信念ある言動で審議を深め、範を示してほしい。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             
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一

般

質

問 

 

12

月 

8 

日 

小笠原 陶子 7期 
総務建設経済常任委員会委

員長、議会だより編集委員会副

委員長、政治倫理推進特別委
員会副委員長 
 

〈委員〉議会運営委員会 

持続可能で健康的な食生活を推進するために 
1 通いの場での食生活改善事業の実態、コロナワクチン接種事

務所になった保健センター厨房の改善 

2 町民特に高齢者、母子家庭などの貧困家庭への食生活への

町の働きかけ  

3 実態に即さない町の食育推進計画の改定についての進捗状

況 

 

物価高騰で高齢者などの栄養不良の懸念から食

育に関する質問をし、ヘルスメイトの幅広い活動、

今後子ども食堂などとの連携などもできることがわか

りました。町の食育推進計画の改定は令和 5 年度

にアンケート調査を行い、6 年度に計画策定するそ

うですが、今の町に民間や町民が活発に動きだす動

機づけとなる仕組みや PR が不足している点を厳し

く追及してほしかった。次回に期待。 

松﨑 健 2期 
議会だより編集委員会委員長 
 

〈委員〉〉議会運営委員会・教育福

祉常任委員会・議会基本条例推進

委員会・政治倫理推進特別委員会 

実効性のある施策による合理的な将来設計 
1 合併することなく単独で行政サービス維持の可能性  2 県の

合併構想を念頭に置かない問題  3令和 5 年 3月予算審査

特別委員会上県の合併構想を読んでいないと答弁した時点の

文書管理  4 ラディアン周辺行政機能基本設計プロポーザルを

ウクライナ進行による建築資材高騰の前の新庁舎・駅周辺公共

事業再編計画をベースにした問題  5 庁舎建設が決定したと

誤解される町の対応と建設できなかった場合の対応 

ゼロカーボンシティ宣言を巡る町の対応 
1 ゼロカーボンシティ宣言の表明有無  2 表明方法  3 ポーズ

で宣言を出すのは本末転倒だという町長答弁を「地方公共団体

実行計画にどのように反映させるか 

新庁舎建設が人口減少の中で合併無しに行政サ

ービスを維持できるか、失効していない県の合併構

想を踏まえていない、県の構想を知らなくても良かっ

たのか、建築費高騰を町が 3 割程度とする算出根

拠、新庁舎建設が決定したと町民が誤解している

問題などを厳しく追及したが、町の明快な答弁はな

く、平行線のまま終了。 

ゼロカーボンシティ宣言の表明準備を町は始め、方

法は検討中。9 月議会でのポーズで宣言を出すの

は本末転倒だという町長答弁を受けてその難しさを

例示して厳しく追及したが、両輪で考えるという課長

答弁で終わった。議員の要望意見を議事録修正す

るという議長采配が町への忖度で議会に失望。 

野地 洋正 3期 
議会運営委員会委員長、議会

だより編集委員会副委員長 
 

〈委員〉教育福祉常任委員会 

町にお金はあるのか？ 
1令和 4年度決算から見た現状 

2 ラディアン周辺整備、駅前複合施設、施設再編・再配置等に

対する財源 

3 給食費・医療費の無償化、町債増発等による経常収支の悪

化 

4 将来の見通し 

5 町にお金はあるのか？ 

町の財政について財政指標を使って、町の現在、将

来の財政が健全であるかどうか詰問した。新庁舎建

設をはじめ今後見込まれる建設経費は 64 億 5 千

万程度を見込んでいること、町独自の給食費や医

療費の無償化に伴い、交付税のペナルティは 10 万

か 20 万円程度、人件費削減などの効率化を見込

んでいるなどの答弁を引き出しました。しかし、本当

に将来にわたる財政の心配は払拭できなかった。 

質問しなかった議員 羽根かほる、善波宣雄、 （敬称省略・議員番号順・議長除く） 

 
3月議会定例会を傍聴しましょう。 2月 22日（木）～3月 22日（金）30日間 来年度予算が審議されます。 

 
  

村
田
町
長
が
就
任
し
た2014

年
か
ら
昨

年
12
月
ま
で
の
９
年
間
に
記
者
発
表
で
公

表
さ
れ
た
不
祥
事
は
14
件
。 

こ
れ
以
前
に
発
生
し
た
件
数
と
比
較
し
て

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
、
大
沼
議
員
が
「不

祥
事
を
発
す
る
組
織
運
営
と
業
務
執
行
」に

つ
い
て
12
月
７
日
に
一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

特
に
、
昨
年
５
月
に
発
生
し
た
車
検
切
れ

庁
用
車
の
運
行
が
再
発
で
あ
り
、
不
祥
事
や

内
部
統
制
制
度
に
つ
い
て
２
度
も
質
問
し
て

い
る
の
に
未
だ
に
回
答
が
な
い
と
言
い
ま
す
。 

大
沼
議
員
は
組
織
運
営
事
態
に
問
題
が

あ
り
、
働
き
方
改
悪
の
横
行
と
糾
弾
し
ま
し

た
。 

 
 こ

ん
な
公
職
者
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
。 

不
祥
事
多
発
！
誰
の
責
任
か
？ 

 

し
か
し
、
組
織
運
営
の
見
直
し
や
町
長
な

ど
執
行
者
幹
部
の
責
任
を
認
め
る
答
弁
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
矢
先
12
月
25
日
の
記
者
発
表
で
、

ま
た
ま
た
不
祥
事
が
発
表
さ
れ
、
15
件
に
。 

 

個
人
情
報
の
漏
洩
で
す
。
今
回
の
処
分
も

不
祥
事
を
起
こ
し
た
職
員
が
一
番
重
く
、
そ

の
職
場
の
上
司
だ
け
で
、
再
発
防
止
策
も
そ

の
課
内
だ
け
で
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
ん
な
に
不
祥
事
が
多
発
し
て
い
る
の
に
、

組
織
全
体
と
し
て
の
再
発
防
止
策
を
講
じ

な
く
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

個
人
や
部
署
の
責
任
だ
け
追
及
し
、
小
手

先
だ
け
の
再
発
防
止
策
で
、
町
長
を
は
じ
め

行
政
幹
部
は
知
ら
ん
ぷ
り
。 

 

こ
れ
で
は
二
宮
町
は
行
政
組
織
が
円
滑
に

機
能
せ
ず
、
職
員
も
育
た
な
い
は
ず
で
す
。 

 

あとちのクリスマス 2023 
子どもたちと一緒に準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

子ども達と一緒に 

  作って、楽しんで。 
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畑
の
イ
ン
ド
食 

ス
パ
イ
ス
フ
ァ
ー
ム 

ア
チ
ャ 

岡
嵜 

均 

そ
の
18

干
し
て
美
味
し
く 

 

干
し
芋
を
作
って
い
ま
す
。 

蒸
し
焼
き
に
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
天
日
で

干
す
だ
け
で
す
。 

と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
作
業
で
す
が
、
冬
の

北
風
と
お
日
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。 

 

ス
パ
イ
ス
も
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。 

乾
燥
し
た
イ
ン
ド
で
は
野
菜
は
ち
ょ
っ
と

置
い
て
お
け
ば
、
あ
っと
い
う
間
に
乾
物
に
。 

 

そ
の
乾
物
を
粉
な
ど
に
す
れ
ば
ス
パ
イ

ス
と
い
う
調
味
料
に
。 

と
て
も
合
理
的
で
す
。 

や
は
り
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
の
工

夫
が
、
美
味
し
い
郷
土
の
味
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、 

干
し
芋
は
販
売 

し
て
い
ま
す
。 

気
に
な
る
方
は 

お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

a
cch

a
@

a
g
ricu

ltu
ra

l.w
o
rk

ま
で
。 

 

特集展 新収蔵品展  

特集展示 ： 藤田嗣治の初期作品  

2023年 9月 23日（土）～2024年2月18日（日） 
9：30～17：00（入場は 16：30まで） 
 

2021 年度と 2022 年度に新たに収蔵された作品約 40 点を紹介いたします。

さらに、展示室内に特集コーナーを設け、2018年度に寄託された藤田嗣治の

油彩画《おことさん》をその関連作品 10点とともに展示します。 

 
 

休館日 月曜日（ただし、2/12 は開館）、2/13（火） 
 

観覧料 一般 200円／高大生 100円 

 
■同時開催 

ロビー展 岡田健太郎 重なる景体 

湘南を拠点として活躍する彫刻家・岡田健太郎の個展を開催します。新作 

2 点を含む 16 点の作品により、軽やかで斬新な彫刻表現をお楽しみくださ

い。 

2023年12月 5日（土）～2024年4月7日（日） 9：30～17：00 

休館日 月曜日（ただし、2/12 は開館）、2/13（火）   観覧料 無料 
 

お問合せ 平塚市美術館 平塚市西八幡 1-3-3 ☎0463-35-1111 

https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/art-muse/index.html 

 

 
 

 

次回のスパイスクッキング 

「コリアンダー三昧」 
3月 3日（日）10時から  
 

ぽんぽこファーム（中里 410）にて 

参加費は宅配も含み 7,000円 
 

詳細はぽんぽこファームのＨＰで。 

申込は 

event@ponpokofarm.comまで 

 

 
猪熊佳子《木霊－森へ－》 

1998年、当館寄託 

 

《岩と工場》

2017 年 

 
2月 3日(土)～25日(日) 

9:00～17：00 休館日月曜日（ただし、2/12 は開館）、2/13(火)

古民家でお囃子を聴こう！ 祭りばやし研究会会員による平塚市内のお囃子演奏 

2月 3日（土）15:15~16:00 １階相模の家 定員 20名（先着）  
 

太陽黒点をみよう 望遠鏡で太陽を投影し、表面にみられる黒点観察 2 月 10 日

（土）10：00～10：45 屋上 定員 20名（先着） 直接屋上へ 曇雨天中止 
 

会員によるプラネタリウム投影 天体観察会会員が星空をテーマにオリジナルのプラ

ネタリウム番組の投影 観覧無料 2月 10日（土）、18日（日）15：30～17：00 3階

プラネタリウム室 70名  当日 9：00から受付で整理券配布 
 

活動報告会 ワーキンググループによる口頭発表 2月 24日（土）13：30～16：00  

１階講堂 定員 50名  当日 13：00から講堂前で整理券配布（以降は空席次第） 
 

お問合せ 平塚市博物館 平塚市浅間町 12-41 https://hirahaku.jp/ 

☎ 0463-33-5111  FAX 0463-31-3949   

 

 

 

こ
こ
は
、
ど
ん
な
場
所
な
の
？
自
分
の
た
め
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
場
所
で
す
。
ふ
ら
っと
来
て
、
飲
食
も
で
き
る
し
、
あ

な
た
の
感
性
で
夢
や
望
み
が
叶
う
場
所
に
も
な
り
ま
す
。 

オ
ー
ナ
ー
の
西
山
か
ず
み
さ
ん
は
、
仕
事
や
育
児
を
通
し
「違

和
感
」を
感
じ
て
き
た
中
、
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
持
った
方
々

と
交
流
で
き
る
場
所
を
求
め
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
な
ら
ば
、
自
分
で
や
って
み
よ
う
と
実
家
の
２
階
を
ト
ー
キ

ョ
ー
コ
ー
ヒ
ー
拠
点
（No.287 

＠
や
ま
に
し
）と
し
て
今
年
７
月
に

開
設
。
そ
し
て
、
１
日
を
通
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
珈

琲
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
お
食
事
を
提
供
す
る
『う
ち
の
店
』喫
茶
酒
場

の
営
業
を
昨
年
末
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

『
う
ち
の
店
』は
、
待
合
せ
ま
で
珈
琲
を
飲
ん
で
、
仕
事
や
趣

味
、
読
書
を
し
て
、
ラ
ン
チ
と
一
緒
に
ワ
イ
ン
も
楽
し
ん
で
な
ど
ご

利
用
さ
れ
る
方
々
に
合
わ
せ
て
自
分
の
た
め
の
時
間
を
過
ご
せ
ま

す
。
手
頃
な
価
格
で
組
み
合
わ
せ
て
飲
食
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
利
用
で
き
ま
す
。 

 

今
後
は
、
お
料
理
教
室
、
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（出
店

者
募
集
中
）の
開
催
、
無
農
薬
野
菜
の
販
売
な
ど
も
考
え
て
い
て
、

み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
居
場
所
、
交
流
で
き
る
場
所
に
し
て
い
く

予
定
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
、
こ
ん
な
こ
と
に
参
加
し
た
い
、

仲
間
と
集
ま
り
た
い
け
れ
ど
躊
躇
し
て
い
る
方
は
、
ど
ん
な
場
所

か
？
何
が
あ
る
の
か
？
見
学
だ
け
で
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

か
ず
み
さ
ん
の
優
し
い
笑
顔
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

奮
って
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

『う ち の 店』 喫茶酒場  
http://shiokaze.blog.jp/archives/108269

8856.html 

分野(飲食・フリースペース・レンタルスペース) 

二宮町山西 226（2階） 駐車場有 

営業時間 水曜日 11:00〜15:00、 

金曜日 17:00〜21:00  
※他の曜日や時間帯のご利用希望は

DMへのご連絡を。貸しスペース利用料

は、用途や人数によるご相談も可能。 

 

 

 

こ
ち
ら
の
情
報
誌「
し
お
風
」を
ご
持
参

い
た
だ
く
と 

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
一
杯
無
料
サ
ー
ビ
ス 

有
効
期
限
２
０
２
４
年
３
月
31
日
ま
で 

内部の写真などはブログ

でご覧いただけます。 
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まちかど遊学文化コミュニティ 
室内がコミュニティルーム（二宮町二宮 1931-3 の

アパート１階の東端）、屋外が「まちなか♥ほっと花

処」で、山野草の寄せ植えが多数配置されていま

す。ご自由にご鑑賞ください。 

室内も催しや会合が開催されていない時は、生

け花や伝筆作品、図書が置いてありますので、お

気軽にご覧ください。 

東京大学果樹園跡地 こばなし 

第 8話 のんべんだらりうんざりどんづまり 

    元二宮遊学の衆 副代表 森下茂樹 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュー
ヨ
ー
ク
州
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
に
位
置
す
る
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
・パ
ー
ク
と
い
う
公
園
は
、1980

年
代
に
は
麻
薬
取
引
を
始
め
と
す
る
様
々
な
犯
罪

の
巣
窟
と
化
し
て
お
り
、
一
般
人
が
立
ち
入
れ
な
い
程
に
敷
地
内
の
治
安
が
悪
化
し

て
い
た
。 

け
れ
ど
そ
れ
か
ら
約
50
年
が
経
った
現
在
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
残
る
緑
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
ま
た
敷

地
内
で
活
発
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
目
的
と
し
た
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
名
所
と
な
って
い
る
。 

こ
の
公
園
の
再
生
事
業
は
、
公
共
空
間
の
管
理
者
で
あ
る
ニ
ュー
ヨ
ー
ク
市
の
采
配
、

景
観
や
治
安
の
回
復
を
期
待
す
る
周
辺
事
業
者
た
ち
の
支
援
、
公
園
を
運
営
す
る

民
間
法
人
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
地
域
貢
献
が
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
相
互

関
係
を
巻
き
起
こ
し
、
関
わ
る
全
て
の
人
々
に
対
し
て
前
向
き
な
役
割
を
創
出
し

た
。 特

筆
す
べ
き
は
ニ
ュー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
配
分
さ
れ
る
賦
課
金
は
全
体
経
費
の
２
割
程

度
に
過
ぎ
ず
、
残
り
の
活
動
資
金
は
公
園
経
営
に
よ
って
生
み
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

り
、
世
界
中
の
地
域
再
生
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
方
で
私
た
ち
二
宮
遊
学
の
衆
が
活
動
の
場
と
し
て
き
た
東
京
大
学
果
樹
園
跡

地
。
民
間
活
用
協
議
会
の
設
立
後
、
準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
が
移
行
し
て
構
成
す
る
管
理

運
営
組
織
が
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
速
や
か
に
法
人
化
し
、
利
用
料
金
を
徴
収
し

て
運
用
し
な
が
ら
自
活
す
る
と
共
に
、
協
議
会
と
し
て
敷
地
の
維
持
管
理
や
整
備
を 

請
け
負
って
い
く
と
い
う
事
前
公
約
で
あ
った
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
４
年
が
経
過
し
た

現
在
も
事
務
局
の
法
人
化
す
ら
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
顛
末
の
責
任
の
所
在
が
推
奨
し
た
町
な
の
か
、
賛
同
し
た
議
会
な
の
か
、
主

体
と
な
る
協
議
会
会
長
な
の
か
事
務
局
代
表
者
な
の
か
も
不
明
瞭
な
ま
ま
、
会
費

と
寄
付
と
町
の
整
備
費
用
に
頼
って
活
動
を
続
け
る
協
議
会
が
、
地
域
と
の
相
互
関

係
を
築
く
こ
と
も
な
く
周
囲
か
ら
の
賛
同
を
得
る
こ
と
も
な
く
た
だ
費
や
し
た
４

年
と
い
う
歳
月
。 

こ
れ
に
よ
り
跡
地
の
再
生
や
保
全
を
主
旨
と
し
て
設
立
し
、
短
期
間
に
手
押
し

井
戸
ポ
ン
プ
や
解
説
板
そ
し
て
堆
肥
場
の
設
置
、
花
壇
や
散
策
路
、
そ
し
て
休
憩
場

の
整
備
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
の
野
草
や
ア
メ
リ
カ
デ
イ
ゴ
や
ベ
ニ
バ
ス
モ
モ
な
ど

の
果
樹
の
保
全
、
近
代
建
築
物
や
地
層
、
横
穴
墓
に
関
す
る
調
査
や
陳
情
、
町
歩
き

ツ
ア
ー
、
あ
と
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
を
実
施
し
た
二
宮
遊
学
の
衆
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
対
す
る
会
員
内
の
共
有
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
消
失
す
る
に
至
った
。
こ
れ

ら
の
経
緯
か
ら
二
宮
遊
学
の
衆
は
、
昨
年
の
12
月
を
も
って
解
散
を
決
断
し
た
。 

幾
つ
か
の
活
動
に
つ
い
て
は
形
を
変
え
て
継
続
の
道
を
模
索
す
る
つ
も
り
で
は
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
、
多
く
の
町
民
が
意
見
を
出
し
合
い
、
多
額
の
町
の
予
算

を
投
じ
て
作
り
上
げ
た
民
間
活
用
計
画
を
再
度
見
つ
め
直
し
、
来
年
度
よ
り
官
民

の
双
方
が
襟
を
正
し
て
真
摯
に
準
ず
る
事
を
心
か
ら
切
望
す
る
。 

 

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
二
宮
遊
学
の
衆
の
３
年
間
の
活
動
に
際
し
、
ご

厚
情
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

まちかど遊学文化コミュニティ イベント 

伝筆（つてふで）で季節を描きましょう。 
http://shiokaze.blog.jp/archives/cat_1277384.html 

2月 21日、3月 20日、4月 17日 (水) 

3月 14日、4月 11日 （木） 

10：00～11：30 

筆ペンで月の干支（十二支）になぞらえて筆文字を描

きます。季節の移ろいを伝えましょう。 
 

開催場所 まちかど遊学文化コミュニティ 
 

講師 宮前礼子さん 

（一般社団法人伝筆®協会公認講師） 
 

参加費 各 3,850 円（税込）（資料、材料費込）、初回の

み 1,000円相当の太筆ペンプレゼント  定員 8 名 
 

お申込み・お問合せ・主催 まちづくり工房「しお風」 

神保 ☎ 090-3142-9358  

✉shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

 

 

クリンソウ 
白花イワタバコ 

ユウスゲ 

 

白花岩シャジン 

 

 

 

あとちのクリスマス伝筆作品 
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「しお風」の夢は、住民が主役の「共育のまちづくり」。 

地域コミュニケーション紙「しお風」は、昨年 11月に創刊 24年を迎えました。 

創刊 25 年を目途に東京大学果樹園跡地の魅力を伝えるホームぺージや冊子を作成し、当紙は休刊し、メ

ールマガジン「しお風いどコミ」やブログでの配信等に切り替えます。 
 

「しお風」は、平塚市立図書館 4館、大磯町立図書館、さらに国立国会図書館へも配架しております。 

今を伝えることで未来が拓けると思って、奮闘しております。なお一層のご協力、ご支援をお願いいたします。 
 

「しお風」への協賛などのご支援、情報提供や配布などのご協力をお願いします。  
お問合せ・お申し込み先 まちづくり工房「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358 

振込先 さがみ信用金庫二宮支店 まちづくり工房「しお風」普通０２２００３２ 

メールマガジン「しお風」いどコミ 購読者募集中 

湘南みかん 育て隊 参加者募集中 
みかんを無農薬・無肥料で育て、季節ごとの里山の恵みを体感する

催しを交えながら、草刈りなどの手入れをする援農活動をしています。 

原則第 2土曜日 2月 10日、3月 9日、4月 13日（土） 

10：00～11：30 

参加費無料、自己責任参加、雨天中止 
  

上記 3つのご連絡先  

「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358 

✉shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 
 

 

参
考
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い 

。「
し
お

風
」の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

 

「しお風さん」イラスト作成 矢戸優人 

 

 

次回「しお風」発行

4月 20日 
「しお風」ホーム

ページQR コード 

 

 

 

 

二宮の伝統文化を守る。 
魅力を守り伝える吾妻神社宮係のみなさん。 
http://shiokaze.blog.jp/archives/1082644772.html 

吾
妻
神
社
の
し
め
縄
飾
り
や
煤
払
い
な
ど
新
年

を
迎
え
る
準
備
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
め
縄
も
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
、
吾
妻
山
の
麓

に
あ
る
大
門
と
神
明
神
社
の
し
め
縄
飾
り
や
掃
除

を
終
え
て
か
ら
、
吾
妻
山
に
上
り
、
吾
妻
神
社
へ
。 

古
い
し
め
縄
を
取
り
外
し
、
コ
ロ
ナ
渦
で
上
げ
て

い
た
本
坪
鈴
も
今
年
か
ら
降
ろ
し
、
新
し
い
し
め
縄

は
神
様
か
ら
見
て
一
文
字
の
方
向
に
麻
ひ
も
で
留

め
、
紙
垂(

シ
デ
※
白
い
紙)

を
四
垂
。
縄
に
紙
垂(

シ
デ) 

を
等
間
隔
に
挟
み
込
む
の
が
結
構
難
し
そ
う
で

す
。
門
松
も
設
置
。
社
殿
の
中
も
境
内
も
掃
き
清

め
ま
す
。
境
内
は
落
ち
葉
が
大
変
多
く
、
植
栽
さ

れ
た
低
木
に
注
い
だ
落
ち
葉
も
払
い
、
草
刈
り
ま
で

入
念
に
掃
除
。
竹
を
切
り
、
煤
払
い
も
。 

日
々
の
隠
れ
た
心
遣
い
に
よ
って
、
私
た
ち
は
気

持
ち
良
く
お
参
り
で
き
る
の
で
す
ね
。 

   

 

菜
の
花
で
有
名
な
吾
妻
山
に
あ
り
、
弟
橘
媛(

オ

ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

を
祀
って
い
る
吾
妻
神
社
は
閑
静
で

心
地
良
い
場
所
で
す
。 

こ
の
神
社
を
大
切
に
守
り
、
こ
の
場
所
の
雰
囲
気

を
保
つ
活
動
を
日
々
し
て
い
る
の
が
梅
澤
地
区
の
吾

妻
神
社
宮
係
の
み
な
さ
ん
。 

２
か
月
に
１
回
程
度
み
な
さ
ん
で
境
内
を
清
掃

し
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
都
合
の
付
く

時
に
ひ
と
り
で
清
掃
し
て
い
る
方
も
。 

吾
妻
神
社
の
社
殿
の
設
計
が
文
化
勲
章
も
受
章

し
た
有
名
な
建
築
家
の
伊
東
忠
太
で
あ
る
こ
と
も

発
見
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
１
月
か
ら
は
、
菜
の
花
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
期
間

の
土
日
に
社
殿
を
公
開
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
、

吾
妻
神
社
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
ガ
イ
ド
も
始

め
、
境
内
に
説
明
板
も
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学果樹園跡地活用協議会主催 

東大あとちまつりが 3月 2日に開催されます。 
マルシェや協議会活動紹介などの楽しい催し。 

詳しくは次のメールアドレスやQR コードから 

ご覧ください。 

https://tokaen-matsuri.hp.peraichi.com/ 

 

 

 

 


